
【利用手順】

○自動運転による移動サービスの実用化（社会実装）に向けては、技術開発はもとより、運行の時
間帯、利用者数の見込み、車両タイプの選定などの利用条件等を踏まえた運営費の積算等を基
に地域毎の導入可能性、持続可能な運営方式を検討していくことが必要。

→地方自治体における自動運転による移動サービス導入検討を支援するため、利用条件等を基
に、車両タイプ毎の大まかな必要台数、運営費等が算出できる簡易的なシステムを作成。
（令和元年度事業）

１･自動運転導入可能性検討システムによる情報提供

①利用条件等を申告
【利用者→ワンストップ相談窓口】
・運行タイプ（周回or路線or拠点）
・コース延長、想定利用頻度
・想定利用人数
・時間帯別利用割合
・運営スタッフの時給単価
・運賃（利用料金） 等

様式※で提出

②ワンストップ
相談窓口にて
システム入力

③算出結果を通知
【ワンストップ相談窓口
→利用者】
・車両タイプ毎の必要台数
・コース1周の所要時間
・1日の平均充電回数
・平均待ち時間
・運営主体負担額 等

※利用を希望される方は、ワンストップ相談窓口までメール
にてお問い合わせください。
提出様式をメールにて提供いたします。



【入力帳票】

２･自動運転導入可能性検討システム（イメージ）

①利用条件等を申告
・運行タイプ（周回or路線or拠点）
・コース延長、想定利用頻度
・想定利用人数
・時間帯別利用割合
・運営スタッフの時給単価
・運賃（利用料金） 等

③算出結果を通知
・車両タイプ毎の必要台数
・コース1周の所要時間
・1日の平均充電回数
・平均待ち時間
・運営主体負担額 等

【算定結果】


